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↑過去の「共に歩まん」はこちら
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キラリ☆輝く先生方の実践 ～英語～

天野先生は、Unit Goalに立ち戻って生徒とコミュニケーションの目的を確認する場面を意図的に設けな
がら授業を進めていました。コミュニケーションの目的や相手が明確であると、児童生徒は「伝えたい」
という願いを強くし、「そのためには、どうしたらよいのだろう」と考えようとします。学習過程を意識
した単元構想・授業づくりを行い、児童生徒が「伝わった！」と実感できる機会を増やしていきましょう。

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

【 英語 ～「伝えたい！」を引き出す学習過程～】松本市立丸ノ内中学校（２学年）

友との１回目の発表をし終えた生徒たちに、天野孝太郎先生が「今の発表で、
相手に魅力が伝わった？」と問いかけると、生徒たちからは、「もっとわかりや
すい説明を加えて魅力を伝えたい」という願いが出されました。天野先生は、既
習事項から例示のための表現を生徒から引き出し、板書しました。自分のお気に
入りのゲームについて説明していたAさんは、ゲームの内容がより分かりやすく
なるための説明を加えて発表しました。２回目の発表を終えたAさんは「今回は
相手に伝わって喜んでくれたけど、相手が留学生だったら伝わるかわからないの
で、ALTの先生に話してみたい」と振り返りシートに記入しました。

お気に入りのゲームの魅力を
伝えているＡさん（右）

後日、実際に留学生に向けて発表したAさんは「すごく緊張したけど、ゲームの魅力が言えたし、喜んで
もらえた。伝わってよかった」と振り返りました。

令和８年度「授業力アップ講座」のお知らせ

「一人教科のため教材研究に不安がある」 「もっと研修の機会がほしい」「もっと自分の授業に磨
きをかけたい」などと考えているすべての先生方が対象です。児童生徒の輝く笑顔のため、一緒に
授業づくりについて考えてみませんか？ご参加、お待ちしております！

令和８年度「授業力アップ講座」会場：長野県総合教育センター
第１回 ５月７日（木）午後【授業づくりの基礎・基本】
第２回 ６月２日（火）午後【１学期後半に向けての授業づくり】
第３回 11月10日（火）午後【２学期後半に向けての授業づくり】
第４回 １月12日（火）午後【３学期に向けての授業づくり】

授業での工夫につい
て、同じような悩み
をもつ先生方と話す
機会があり、今後の
授業づくりに役立て
られそうです！

育成を目指す資質・能力を学習指
導要領で確認してから教材研究を
し、大事にしたいところをメイン
に単元構想していくと、目標が
はっきりしてわかりやすい授業が
できると思いました！

この授業を通して、生徒にどのよ
うな力を身に付けてほしいかとい
う視点が不明確だったと気付きま
した。授業づくりについて見直す
ことができたので、これからの授
業に生かしていきたいです！

【令和７年度「授業力アップ講座」 参加者感想】

外国語科では、①設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況などを理解する。②目的に応じて
情報や意見などを発信するまでの方向性を決定し、コミュニケーションの見通しを立てる。③目標達成の
ため、具体的なコミュニケーションを行う。④言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う。と
いった学習過程の中で、思考力、判断力、表現力等の育成を目指しています。
丸ノ内中学校では、各単元の第１時に教師と生徒とのやり取りを通して、生徒が「英語で伝えたい！」
と思えるUnit Goalを決め出し、コミュニケーションの目的や場面、状況などを理解する時間を設けていま
す。２年生では「日本独自のゲームやスポーツのルールや内容を発表して（「やってみたい！」「もっと
知りたい！」と）留学生をうずうずさせちゃおう！」というUnit Goalの達成に向けて授業が行われました。

感想はこちら↑
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